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．己、使用になる前に必す取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。

・取扱説明書はなくさないように大切に保管し、いつでも手にとって見うれるようにしてください。



安全にお使いいただくために

取扱説明書および本製品で使われている表示や絵文字は、本製品を安全に正しくお使いいただき、お使いに
なる方や他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのものです。
その表示や意昧は次のとおりです。

・この表示を無視して誤った使い方をすると、人が死亡または重傷を負う危険が想定される
内容を示しています。

• c:の表示を無視して誤った使い方をすると、人が傷害を負う危険が想定される内容および
物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

精定し恕い危院通告

取扱説明書で使用している絵文字の意昧は次のとおりです。

0 特定しない禁止事項 ~ 

感電の危院があります~ 分解してはいけません⑧ 
火災の危院があります£ ⑧ 
やけどの危隙がありますム

水に濡Sしてはいけません

特定しない義務行滑＠ 
電源プラグを掠いてくださいc 

本製晶を安全にお使いいただくために、以下のことがらを守ってください。

．一般家庭用電源AClOOVの電源以舛では、絶対に使用しないでください。火災・感電・

故障の原因となります。

圃圃Eヨョ・h
③ 
企込

・以下のようたEときは電源スイッチを切り、電源プラグを掠いてください。火災・感電・
故障の原因と怒ります。

・ミシンのそばを離れるとき

．ミシンを使用したあと

・運転申に停電したとき

・接触不良、断線などでE常に動作しないとき
．雷が鴫りはじめたとき

．．．．． 

c 

． ． 



注意

ぐジ ・延長コードや分雌コンセントを使用した、たと足配線はし砿いでください。火災・感電の

原因となります。

ム ’ 

ぐジ
’・濡れた手で電源プラグを掠き差ししないでください。感電の原因となります。
’ 
’ 

~ 

~ ・電源プラグを掠くときはますt電源スイッチを切り、必す、プラ夕、の部分を持って扱いてください。電源コードを引っ彊って描くとコードが傷つき、火災・感電の原因と怒ります。

0 2 ・電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ語ったり、
。 ねじったり、たぱねたりしないでください。また、重い物を載せたり、加翻したりすると

~ 電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源コードまたは電源プラダが破損

したときはミシンの使用をやめて、お買い上げの販売店または『ミシン 119番』にと． 連絡ください。． 
c －．長期間使用しないときは、必す電源プラクをコンセントか5掠いてください。火災の原因． ． となります。

~ 

0 1 直射日光の当たると町、スト4 アイロンのそばな措置の高川町は使用． しないでください。ミシンの使用温度はO～40°Cです。ミシン内部の温度が上がったり、
~ ミシン本体や電源コードの皮膜が溶けて火災・感電の原因となります。

0 ~ 
・スプレー製晶恕どをと使用の部屋では使用しないでください。スプレーへの引火による

やけどや火災の原因となります。

~ 

ぐジ
〉．ぐSついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所には置かないでください。
コ
バランスが崩れて倒れたり、落下などしてケガをする原因と怒ります。、

~ ~ 
0 ’・ミシン本体の換気ロをふさがないでください。換気口l志、必す・壁か530cm以上離して， 
、 お使いください。また、損気口やフットコントローラーに糸く守やほこりがたま5ない

~ ようにしてください。火災の原因となります。

③ ・ミシン本体の上に花びんや水の入った容器を置くなどして、ミシン本体に水をとiまさないで’ 
’ 
ください。万一、内部に水などが入った場合は、電源スイッチを切D、電源プラダを

~ コンセントかS掠いてお買い上げの販売店または『ミシン119番』にと連絡ください。
そのまま使用すると火災・感電の原因となります。c ． ． 



I 注意

κ、1・損気口や内部に異物を入れたり、ドライバー忽どを差し込まないでください。高臣部に触れて
＼ミゾ ー 感電のおそれがあります。万一、異物が入った場合は、使用をやめてお買い上げの販IA 、 売店または防ン 119番』にと連絡ください。

c ~ 
＠ －． ．ミシン本体の重さは約7.0kgあります。ミシン本体を持ち運びする際は急激、または
． 不用意拡動作をしないでください。腰や臆を痛める原因となります。． 
＠ ． －．ミシン本体は、必す本体上部裏側にあるハンドル部を持って持ち運びをしてください0
． 他の部分を持つとこわれたDすべって落としたりして、ケガの原因となります。． 
＠ －． ．ミシン本体には取扱説明書に記載されている正規の部晶を使用してください。他の部晶を
． 使用するとケガ・故障の原因となります。． 

t句、 ・お客様ご自身での分解、修理および政造lcl行わないでください。火災・感電・ケガの原因

にみJ となります。指定以外の内部の点検・調整・掃除・修理は、お買い上げの販売店また

． は『ミシン 119番」にと依頼ください。． 
. ：・取扱説明書lこ記載されている整備は必ザ電源プラクをコンセントか強いて行ってください。

日轟長 ． ケガ・感電の原因となります。． 
れ ：・ミシン操作中は、針の動告に十分注意してください。抗、針、ブーリー脱、動いている

にこゾ ． すべての部面に手を近づけたEいでください。ケガの原因となります。． 
だ、 ：・縫製申、布地を無理に引っ語ったり、押したりしないでください。ケガ・針折れの原因と
＼ミゾ ． なります。
.. 
ぐ9・・針の下などに指を入れないでください。ケガをするおそれがあります
． 
＠ －． ．上糸、下糸等に関する操作については、取扱説明書の指示に従って正しく行ってください0
． 取り扱いを誤ると、縫製申に糸が5み等が発生し、針が折れたり、曲がったりするおそれが
： あります。
噌’

¥S) ・曲がった針lま絶対に使用山でください。針折れの原園出問。
． 

ぷ＼ －．万一、ミシン本体を落としたり、破損したり、敵障したりした場合lcl、ただちに使用を
~ ） やめてお買い上げの販売店または『ミシン 119番」にと連絡ください。そのまま使用す

) ると火災・感電の原因と怒ります。． 



・万一、煙が出ている、変な臭いがする、異常音がするなどの状態のときはすぐに電源プラグを

コンセントから観いて、お買い上げの販売店または『ミシン 11 9番』にと連絡くださ

い。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。お客様による修理let危院ですから
絶対に行わないでください。

IA 
c 
．．．
 
・ミシン本体が入っていた袋は、お子様がかぶって遊lぎないように、お子様の手の届かない

ところに保管するか廃棄してください。かぶって遊ぶと窒患のおそれがあります。＠： 
・お子様の玩具として使用しはいでください。お子様がと使用になるとをや、お子様の

近くでと使用に怒るときは、お子様がケガをし拡いよう十分注意してください。．．．．．． 
ぐジ
＠ 

・ このミシンは日本国内向け、家庭用です。外国では使用できません。
This sewing machine can not be used in a foreign country as designed fo「Japan
・ 仕様および外観は品質改良のため、 予告なく変更することがありますのでご了承ください。
・ 取扱説明書の内容を許可なく無断で複製することは禁じられておりますので、ご了承ください0
・ 取扱説明書の内容は予告芯く変更することがありますので、ご了承ください0
・ 取扱説明書の内容について、万不審な点や誤りなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。



1 .各部の名郡とはたらを
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① 糸かけ

② 整糸板

③ 押え圧調節ネジ

④ 糸たて棒

⑤ 糸乙まクッション

① 糸立て台

⑦ 針糸ガイド

＠ テーブル

＠ 針

⑩ 差動送り調節レバー

⑪ 送りピッチ調節ダイヤル

⑫ 押さえ

⑬ フロントカバー

⑪ プーリー

⑮ 電源スイッチ

⑮ 押え上げレバー

⑪ スプールスタンド

⑮ 左針用糸調子ダイヤル

⑮ 中央針用糸調子ダイヤル

＠ 右針用糸調子ダイヤル

＠ ルーパ一用糸調子ダイヤル

＠ ルーパ一用丸型糸ガイド

＠ ルーパー

＠ ルーパー開放ツマミ

＠ ルーパ一糸用ガイド

＠ コントローラー

＠ハンドル（上部裏側）

＠ミシンカバー

＠付属晶ケース

×77871000 

XB229フ001

XB1618001 ＠ピンセット

＠ ＠ネット（4コ） X75904000 

－言三司王Eコ＠糸こまキャップ（4コ） ×77260000 

町
。糸こまマット（4コ） ×81218000 

＠ミシンブラシ X75906001 

。針止めネジまわし

＠ミシン針 ・シユメッツユニバーサル

1 30/705H 90/# 14 3本
＠ XB1216001 
(OD §）円

G) LCl特殊押さえ XB1265001 

LCl特殊押さえは、別売品のアッタチ
メン卜等を使用する際に使います。



電源コードをったEぐ
・フットコントローラーの3Pプラグをミシン本体
右下部にあるソケットに差し込み、電源プラグコン
セントに差し込みます。

電源スイッチの入れ方
電源スイッチを「－Jの方に押すと電源が入り、同時に
ランプが点灯します。スイッチを「0」の方にすると、
電源が切れます。

① スイッチ

フットコントローラーの使い方
ペダルを軽く踏むと、ゆっくり縫えます。ペダルを強く
踏むほど速くなります。ペダルを踏み込みをやめると
止まります。

②コントローラー

電源に関する注意

電源について気をつけなければいけないことを説明します。

・一般家庭用電源AClOOVの電源以外では、絶対に使用しないでください。火災・感電・
故障の原因となります。

・以下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを掠いてください。火災・感電・
故障の原因となります。

ミシンのそばを離れるとき
ミシンを使用したあと

・使用申に停電したとき
・接触不良、断線恕どで正常に動作しないとき
．雷が鴫りはじめたとき

－－ヨヨ邑． 

．．．．． 

れ

U
A
e

・延長コードや分崎コンセントを使用した、たと足配線はしないでください。火災・感電の
原因となります0

・濡れた手で電源プラクを抜き差ししないでください。感電の原因と怒ります。

・電源プラグを掠くときはま守電源スイッチを切り、必冒~プラクBの部分を持って掠いて
ください。電源コードを引っ彊って掠くとコードが傷つき、火災・感電の原因と怒ります0

・電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、
ねじったり、たぱねたりしないでください。また、重い物を載ぜたり、加黙したりすると
電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源コードまたは電源プラク．が破備
したときはミシンの使用をやめて、お買い上げの販売店または『ミシン 119醤』にと

連絡ください。

．長期間使用し恕いときは、必すt電源フラク白をコンセントか5扱いてください。火災の
原因と怒ります。

・・・.事言・・h

．．．．．．．．．． 
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フットコントローラー

・フットコントローラーに糸くすtやほこりがたまStd:いようにしてください。火災・感電の
原因となります0

・フットコントローラーの上に物を置かないでください。ケガ・故障の原因と怒ります。

・長期間ご使用にな5恕いときは、フットコントローラーのプラグをジャックかS披いて
ください。火災・感電の原因となります。

・・・・主事言・・h

S
A
A
 

7 



押さ7発＠寮換

8 

。動s叱
去、

・プーリーの回転方向は家庭用ミシンと同じ方向に
回転します。
のプーリー

ルーJ¥一糸を通す際、フロントカバーを聞ける必要が
あります。以下の方法で開けてください。

・フロントカバーを右にスライドさせて手前に引いて
ください。閉じる場合はフロントカバーを押し上げて
閉めます。

縫うときにはフロントカバーを必亨、閉じて
ください。ケガ・故障の原因になります。

・電源を切ります。

( l)押さえレバーを上げます。①

(2）ブーリーを手前方向に回して、針を一番高い位置に

します。①

(3）押さえホルダーのボタンを押し、今付いている押さ

えをはすします。①④

(4）押さえレバーを上げて、はすした押さえを取り出し

ます。

(5）交換したい押さえを押さえホルダー＠の下に入れ、

押さえホルダー下部のみぞ⑥が押さえのピン＠ に

合うようにします。そして押さえレバーを下げ、

押さえを取り付けます。

押さえ交損lま必9-'電源を切って行って
ください。万一、フットコントローラーを
踏まれるとミシンが作動してケガの原因と
怒ります。



送りピッチ｛纏い自の畏さ）の調節

2固 4

Jベ

建動送りの調節

妻霊

(3) 

送りピッチを変えるには以下の方法で行います。
(l)本体左側にある送りヒ。ツチ調節ダイヤルを動かして
調整します。
(2）送りピッチ調節ダイヤルを手前に回すと、縫い目が
長くなります（最大4mm）。後ろに回すと、縫い
目が短くなります（最小2mm）。
(3）通常は縫い目の長さを3～4mmの範囲で調整して
ください。

このミシンには差動送り装置がついています。差動送り
装置は前後にそれぞれ送り歯があり、それぞれの布送り
量を調整することにより、ニットやジャージ、トリコッ
卜など伸びやすい生地や、逆に裏地のような縮みやすい
生地を縫う時調整して、伸びや縮みを無くしながら布を
送り、きれいに仕上げることができます。

・差動送りの調節の仕方
(l)本体左側にある差動送り調節レバーで調整します。
(2）普通縫いは差動送り調節レjfーの値を1.0にします。
この値で生地が伸びてしまったり、縮んでしまったり
した場合は下記の表を参考に差動送りの値を調整して
ください。
(3) 1.0より小さな値にするには、レバーを後方に動か
します。
(4) 1.0より大きな値にセッ卜するには、レ｝＼ーを前方に
動かします。

蓮動送り調節の値目（値） 後ろ送り歯の勘き 前送り歯の勘を 謹勘送りのはた§き 応用例

亡Cごコこコ
布を伸ばしながう 薄地などの縮み

0.7～1.0 
じここコ 縫います。 防止

1.0 亡さコ ヒ竺士コ
普通に縫います。 普通の縫い

布を縮めながう 伸縮性のある布地の1.0～2.0 （ 

亡竺土コ 亡ごこコ 縫います。 縫い伸び防止

9 



回・

I 

・差動送り調節が必要な例

伸縮性のある布を差動送り調節なしで縫うと、写真の
様に布が波打って縫われてしまいます。

布地をもっと平うにきれいに縫うためにには、差動送りの
値を1.0～2.0の聞で調節します。
（差動送り値は布地の伸縮性の程度に異なりますので
上記範囲で適切な値に調整してください。）

注記：
ジーンズのよう忽厚手で伸縮性の恕い布地を縫う
ときには、差動送り調節を使わないで下さい。布を
傷める場合があります。

押さえ庄の調讃

10 

・押さえ圧は、ミシンの上部にある押さえ圧調節ネジで
調節することができます。工場出荷時にほとんど
生地に合うよう調整されていますので、通常、調整
する必要はありません。もし調整が必要な場合は、
調節ネジを回して調整してください。

①押さえ圧調節ネジ
②弱くなる（薄地の場合）
①強くなる（厚地の場合）
①押さえ圧調節ネジ
⑤普通地を縫うときの高さ（調整ネジ後側、
工場出荷値）



針の交挽

針は必g::『シュメッツユ＝パーサJI,,1 30/705H 90/# l 4Jまたは『シュメッツポールポイント
1 30/705H SUK 90/# l 4Jく別売： HS003B{XB 1 330001 ) ＞をと使用ください。
上記以舛の針lま使用できません。

布地の種類 金十

通常の布地（普通地、薄地、厚地、伸びる布地） シュメッツユニバーサル l30/705H 90/# 14 

スムースニットなど薄いニット地、地糸切れが シュメッツボールポイン卜 l30/705H SUK 90/ 

発生した場合 #14 ＜別売： HS003B{XB l 33000 l) > 

・布地と針の組み合わせ

注記：
別売シュメッツボールポイン卜 l30/705H SUK 90/# 14を使用すると地糸切れの発生を低減することが
できます。

針の取り舛し方
(l)電源を切ります。
(2）ブーリーを手で手前方向に回し、針を一番高い位置に
します。
(3）針止めネジまわしで針止めネジを緩め、針を取り
外します。

針の取り付け方
(l)電源を切ります。
(2）プーリーを手で手前方向に回し、針を一番高い位置
にします。
(3）針の平うな面を後ろ側に向けて、上方が完全につか
えるまで針を差込みます。
(4）針止めネジまわしで針止めネジを締めます。

4 

①針止めネジ
② しまる
③ ゆるむ

①針止めネジまわし
⑤ 確認窓

① 左童十
⑦ 中央針

③ 右主十

確認：
各針の上にある確認窓から針が一番上まで差し込
まれているか確認してから、針止めネジをしめて
ください。

・針取り外しの操作を行うときは、
必す＇ftii漕を切ってかS行ってくだ
さい。万一、フットコントロー
ラーを踏まれるとミシンが作動して
ケガの原因と怒ります。
・針と針締めネジをミシンの中に
落とさ怒いよう注意して下さい。
ミシン本体の故障の原因に怒り
ます。

・・・・向調邑

＠
 

．．．．． 

⑤平らなもの（針板、
ガラス板など）
⑤平らな面を下にして
この隙闘が平行であ
るか見てください。

十⑤

正しい針の調べ方

① ミシン側面

②手前面（丸面）
①平らな面
④ 長j喬

針の説明

11 



2. 糸を通す前の準備

糸かlオを引き出す

• • 

亡〉

糸かけを伸ばし、糸かけが、左の図のように、糸たて棒の
真上にくるように位置を決めます。

① 糸かけ

②糸たて棒
①糸こまクッション
④ 正しい位置

糸こまの形状によりセットの仕方が異なります。下記の図に従って正しく糸こまをセッ卜してください。

チーズ巻きタイプ

12 

闘関
糸こまを糸こまクッション上か5糸立て台につくまで
押し込み、セットします。
もしウーリーナイロン糸やすべりやすい糸を使用する
場合は、付属のネットを付けてお使い下さい。
①糸立て台
②糸こまクッシヨン
③ネット（図の様にネット上端と糸巻きのよ端を合わ
せてください。）

糸こまクッションを外し、糸こまマットを糸立て棒に
つけます。糸こまを糸止めみぞのあるほうを下にして
糸立て棒にはめ、その上かう糸こまキャッブを奥いっ
ぱいまで押し込み取り付けます。

①糸立て台
②糸乙まマット
③糸こまキャップ

チーズ巷きの場合は糸こまを糸立て台につくまで、とま巷きの場合は糸己まキャップを糸こまに
つくように奥までいっぱいに押し込んでいないと、糸たて樺に糸がかSまり、針が折れたり、
曲がったりするおそれがあります。



針を上げる

(2) 

( 1 ）安全のために、電源を切ります。

(2）プーリーを手で手前方向にまねして、針が一番高い
位置になるようにします。

13 



3.糸の通し方

針糸の過し方

＜ポイント＞
3)6)6) 

・図のように、それぞれの糸を①＠＠から

①＠＠に通します0

．③＠＠金属製糸ガイド

・①＠＠に糸を通すときは糸調開放レバーを

矢印の方へ押したまま、糸調子調節ダイヤ

ル内にある糸調子皿に糸を通します。

⑥ 糸調子皿

⑥ 糸調子開放レバー

14 

糸通しをする場合は必守電源を切って
行ってください。万一、フットコント
ローラーを踏まれるとミシンが作動して
ケガの原因となります。

(l)それぞれの針に糸を通す方法は以下の手順に従って
行います。

左針に糸を過す
・左下の図のCD-Rの順に糸を通します。 （ミシン本体に
黄色のラインと番号で印刷されているところを通し
ます。）①ー④に糸を通すときは、囲み図＜ポイント＞
をよくお読みの上、通してください。

申央針に糸を通す
・左下の図の＠ー＠の順に糸を通します。 （ミシン本体に
ピンクのラインと番号で印刷されているところを
通します。）＠＠に糸を通すときは、囲み図＜ポイ
ン卜＞をよくお読みの上、遇してください。

右針に糸を通す
・左下の図の＠＠の）I慣に糸を通します。 （ミシン本体に
緑色のラインと番号で印刷されているところを通し
ます。）＠・＠に糸を通すときは、囲み図＜ポイン卜＞
をよくお読みの上、通してください。

注記：
複数の針に糸を過すときは、必すt左針、申央針、
右針の順で糸を過してください。

③左針糸は、糸案内板の左側に通します。
＠ 中央針糸は、糸案内板の左側に通します。
＠右針糸は、糸案内板の右側に通します。
⑤糸案内板
⑤針穴かう糸を約6cmほど図⑦のように引き
出しておきます。
③＠＠針穴には前から後ろに向かって糸を通します。



Jll-J E一糸の過し方
＜ポイント＞

・図のように、それぞれの糸を③かう＠に

通します。

・①丸型糸ガイドと金属製糸ガイド

・①に糸を通すときは糸調開放レバーを矢印の

方へ押したまま、糸調子調節ダイヤル内に

ある糸調子皿に糸を通します。
⑧ 糸調子皿

⑥ 糸調子開放レバー

糸通しをする場合は必守電源を切って
行ってください。万一、フットコント
ローラーを踏まれるとミシンが作動して
ケガの原因となります。

( l ）ル－｝＼ーに糸を通す方法は以下の手順に従って行い
ます。

1 フロントカバーを右方向にスライドさせ、手前に
倒して聞きます。
2はじめに左下の図のφ⑪まで順番に糸を通します。
（ミシン本体に青色のラインと番号で印刷されて
いるところを通します。）φ④に糸を通すときは、
囲み図＜ポイン卜＞をよくお読みの上、通してくだ
さい。
3⑩まで糸をかけたら、 ⑪ルーパ一開放ツマミを引き
ル－｝＼ーを倒し、 ⑫と⑬に糸をかけます。
4ルーパーの針穴かう約lOcmほど糸を引き出し、
ル－｝＼ーの後ろ側にたらしておきます。
5図⑪のように、ルーパーを矢印の方向にロックされ
るまで押し込みます。
6フロントカバーを閉じます。

注記：
飾り縫いなどでルーパ一糸に太い糸を使う場合、
以下の図のように糸をかけます。
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4.縫いの種類

t 
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トリプル力パーステッチは4本の糸、 3本の針とルー
｝＼ーを使い、 6mm帽の表面は3本の直線縫いになる
縫い目です。
この縫い目は、裾始末、コム入れ等に適しています。
またルーパ一糸に飾り糸を使い飾り縫いも楽しめます。

糸通し
・それぞれの針、ルーパーに糸を通す方法については、
Pl4～15ページの「3.糸の通し方」を参照して
ください。
＜左針、中央針、右針に糸を通します。＞
＜ルーパーに糸を通します。＞

糸調子の合わせ方
( l)はじめに告糸調子調節ダイヤルの数字を下記の値に
合わせます。
⑧糸調子ダイヤル数字合わせ位置

左齢ダイヤル 中央針ダイヤル

｛筒色｝ ｛ピジタ｝
4 4 

者創・タイヤル ルーJ（－周ダイヤル
｛緑色｝ ｛膏色｝
4 4 

注記：
告糸が音夕、イヤJI!内の糸調子皿に確実に入っている
事を確認してください。もし入ってい恕い場合は
それそ白れの糸調子聞肱レバーを右方向に押しtJ.1i'5
糸調子皿に糸を入れて過してください。

(2）試し縫いをします（P20「5.縫い方」を参照して
ください） 。
(3）縫い目の状態により、下記の表に従い、告糸の糸調
子を調節します。

Eしい糸調子
表側に見える針糸はまっすぐな3本の直線縫いとなり、
裏側のルーJI.一糸はループがジ、ク‘サ”ク‘になっています。

針糸がゆるい場合
針糸調子ダイヤルを下方向に回し、ダイヤルの値を
より大きな数字にして針糸調子を強くする。
またはルーパ一糸調子ダイヤルを上方向に回し、
ダイヤルの値をより小さい数字にしてゆるめます。

針糸が強い場合
針糸調子ダイヤルを上方向に回し、ダイヤルの値を
より小さい数字にして針糸調子をゆるくする。
または、ルーパ一糸調子ダイヤルを下方向に回し、
ダイヤルの値をより大きな数字にして針糸調子を
強くします。



カパーステッチ（2本針3本糸カパーステッチ）

6mm幅力パーステッチ

3mm幅カパーステッチ

力パーステッチは3本の糸、 2本の針とルーパーを
使い、 6mm幅または3mm幅で表面は2本の直線縫いに
なる縫い目です。
この縫い目は、既製服の裾や袖口に良く使われています。
裾始末以外にもゴム入れ等の縫い方にも適しています。
またルーパ一糸に飾り糸を使い飾り縫いも楽しめます。

針のセットと糸過し
・左針と右針の2本をミシンにセットします。針の
付け方、外し方については、 pll「針の交換Jを
参照してください。

重要！

① 左針
② 右針

使用し恕い針（中針）は必g.:掠き、針止めネジを
しっかり締めてください。ネジを締めていなし、と
ミシンを操作申などにネジが紛失してしまうことが
あります。

・それぞれの針、ルーパーに糸を通す方法については、
Pl4～15の「3.糸の通し方」を参照してください。

＜左針、右針に糸を通します。＞
＜ルーパーに糸を通します。＞

針のセットと糸通し
．左針と中央針の2本をミシンにセットします。針の
付け方、外し方については、pll「針の交換」を
参照してください。

重要！

① 左針

① 中央針

使用しない針（右針｝は必g.:掠き、針止めネジを
しっかり締めてください。ネジを締めてい恕いと
ミシンを操作中などにネジが紛失してしまうととが
あります。

・それぞれの針、ルーパーに糸を通す方法については、
Pl4～15の「3糸の通し方」を参照してください。

＜左針、中央針に糸を通します。＞
＜ルーパーに糸を通します。＞

17 
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糸調子の合わせ方
( l)はじめに各糸調子調節ダイヤルの数字を下記の値に
合わせます。
③糸調子ダイヤル数字合わせ位置

Gm m幅の場合

左針ダイヤル 申央針ダイヤル

｛慣色｝ ｛ピンク）
4 ． 

寄針ダイヤル ルーバー周ダイヤル

｛緑色｝ ｛宵色｝

4 4 

3mm1幅の場合

定針ダイヤル 申央針タイヤル

。《慣色｝ ｛ピンク｝
4 4 

寄、齢《館g，イ色ヤ｝ル Jll-Jtー用ダイヤル
｛膏色｝

ー 4 

注記：
告糸が告ダイヤJレ内の糸調子皿に確実に入っている
事を確認してください。もし入っていない場合は
それぞれの糸調子開放レJEーを右方向に押し恕がS
糸調子皿に糸を入れて過してください。

(2）試し縫いをします（P20「5縫い方」を参照して
ください） 。
(3）縫い目の状態により、下記の表に従い、各糸の糸調
子を調節します。

正しい糸調子
表側に見える針糸はまっすぐな2本の直線縫いとなり、
裏側のルーJ＼一糸はループがジ‘クザ：クーになっています。

針糸がゆるい場合
針糸調子ダイヤルを下方向に回し、ダイヤルの値を
より大きな数字にして針糸調子を強くする。
またはルーパ一糸調子ダイヤルをよ方向に回し、
ダイヤルの値をより小さい数字にしてゆるめます。

針糸が強い場合
針糸調子ダイヤルを上方向に回し、ダイヤルの値を
より小さい数字にして針糸調子をゆるくする。
または、ルーパ一糸調子ダイヤルを下方向に回し、
ダイヤルの値をより大きな数字にして針糸調子を
強くします。



合

チェーンステッチは2本の糸、 1：本の針とルーパーを
使い、表面が1本の直線縫いになる縫い目です。ゴム付け、
ニット地などの縫い合わせ、バイアステープ、テープ付け
などに適した縫い目です。またチェーンステッチは二重
環縫いとも言われています。
針のセットと糸過し
．中央針をミシンにセットします。針の付け方、外し方
については、 Pl1「針の交換Jを参照してください。
① 中央針

重要！
使用しない針 （1西十、右針）は必す鵠昔、針止めネジを
しっかり締めてください。ネジを締めていないとミシン
を操作申砿どにネジが紛失してしまうことがあります。

・それぞれの針、ルーパーに糸を通す方法については、
Pl4～15の「3.糸の通し方」を参照してください。
＜中央針に糸を通します。＞
＜ルーパーに糸を通します。＞

糸調子の合わせ方
( 1)はじめに告糸調子調節ダイヤルの数字を下記の値に
合わせます。
③糸調子ダイヤル数字合わせ位置

注記：
音糸が告ダイヤル内の糸調子皿に確実に入っている
事を確認してください。もし入っていない場合は
それぞれの糸調子聞肱レJEーを右方向に押しながS
糸調子皿に糸を入れて通してください。

(2）試し縫いをします（P20「5縫い方」を参照して
ください） 。
(3）縫い目の状態により、下記の表に従い、告糸の糸調
子を調節します。

正しい糸調子
表側に見える針糸はまっすぐな1本の直線縫いとなり、
裏側のルー｝＼一糸はループが連続して並んでいます。

針糸がゆるい場合
針糸調子ダイヤルを下方向に回し、ダイヤルの値を
より大き芯数字にして針糸調子を強くする。
またはルーパ一糸調子ダイヤルを上方向に回し、
ダイヤルの値をより小さい数字にしてゆるめます。

針糸が強い場合
針糸調子ダイヤルを上方向に回し、ダイヤルの値を
より小さい数字にして針糸調子をゆるくする。
または、ルーパ一糸調子ダイヤルを下方向に回し、
ダイヤルの値をより大きな数字にして針糸調子を
強くします。
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5.縫い方（基本編）
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( l ）押さえを上げ、針落ち位置に布を置きます。

(2）押さえを下げ、手でプーリーを手前に数固まわし、
フットコントローラーをゆっくり踏んでスター卜
します。

ヒント：
糸通し直後は、押さえの上側に針糸があるため、
プーリーを回したとき、その糸が押さえに巻き込まれ
ながら縫われます。糸が長すぎるなど必要があれば、
左の写真の様に余分な糸をはさみで切ってください。

( l ）針が一番高い位置になるように、手で手前方向に
プーリーをまわします。
③との間隔が一番広い位置にします。

(2）押さえを上げます。



－ 

．． 

(3）写真のように、針元後ろの布を手でしっかり持ち、
ミシンにかかっている糸すべての糸調子開放レバーを
右方向に押して糸調子皿を聞きます。

注記：
・必守布だけを持ってください。縫い目lま持たないで
ください0
・布を持つときは、ランプが熱く怒っていますので
ご注意ください。

(4）糸調子皿を聞いた状態のまま、布を矢印の方向に
ゆっくり引き、糸を引き出します。

注記：
布は、必守真後ろに引いてください。

(5）布を手元に移動し、布の上面から出ている引き出さ
れた針糸をはさみで切ります。

(6）再度、写真のように布を矢印のほうにゆっくり引き
ます。そうすると下の図のように、布上面かう出て
いる余分な針糸が生地の下側に引き込まれます。

(7）余分な針糸が生地の下側に引き込まれた5、手元に
布を移動し、糸がゆるんでいる状態でルーパ一糸を
切ります。

(8）布を裏側からすべての糸が出ていますので、布を
整えてから、その糸を結び余分な糸をはさみで切り
ます。
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( l)はじめに布を何センチ折り曲げて縫うかを決めます。
(2）布を決めた分だけ内側に折り曲げて、アイロンを
かけます。
(3）内側に折り曲げた布端が布の表側からわかるように、
折り曲げた布端がくる位置に布の表側に定規を使い、
チャコなどで印を引きます。
(4）布の表側に引いた印を左針落ち位置に合わせ布を
置き、押さえを下げます。
(5）印の上をはす、れないように縫います。
(6）縫い終わったら、 P20「5縫い方Jの章の「布の
はずし方」に従って布をはすし、糸の始末を行って
ください。
① 布の表側

②チャコなどで描かれた印
③ 左針の縫い位置 （印のよ）

④ 右針の縫い位置

⑤ 布

⑤ 針

ti闘恕ども·，，：·~トレツテ

縫う前にP22「力パーステッチの裾引き縫いの
仕方」に従って縫う位置の印をつけておきます。
縫い方も同じ要領で縫います。

( l)押さえを上げ、写真のように布を左針落ち位置が
印の上にくるように布を置き、押さえを下げて縫い
始めます。

(2）縫い始めと縫い終わりを4cmほど重ねて縫います。

テクニック：
筒ものを縫った場合、縫い始めと縫い終わりを重ね
縫っているので、糸を結，3；必要はありません。
（直線ミシンの返し縫いと同じ効果になります。）

(3) P20「5.縫い方（基本編）」の「布のはす、し方」、
またはP23「縫い方（応用編） Jの「糸始末に
糸を結ぶ必要がない場合の布のはす、し方」の手順に
従って、布をミシンか5はす・します。



6.縫い方（応用編）

縫い始めと縫い終わりの布捕を安定させて錨いたい事合
生地の縫い始めと縫い終わりを安定させて縫いたい
場合には、以下の説明のように4cm四方の捨て布を
縫い始めと縫い終わりlこ使って縫い上げます。

縫い始め
(l)押さえを上げ＼捨て布を入れます。押さえを下げ、
手でプーリーを手前に数固まわしてかう、フット
コントローラーをゆっくり踏んでスター卜します。
① 捨て布

(2）捨て布の縫い終わり近くまで縫い、ミシンを止めます。
次に写真のように生地を入れて、フットコントロー
ラーをゆっくり踏んでスター卜します。
② 生地

縫い終わり
(3）生地の縫い終わり近くまで縫い、ミシンを止めます。
次に写真のように捨て布を入れて縫い上げます。

(4）捨て布まで縫い、ミシンを止めて、捨て布と生地の
聞の糸をはさみで切ります。

糸始末に糸を結部必要が恕い場合の布の隊，b方

坦
一
一一：：：：［R

糸始末に糸を結，3；必要がない場合（捨て布や生地の
途中など）以下の手順で布をミシンからはす、します。

( l)押さえを上げます。

(2）プーリーを手で矢印の方向（逆回転方向）まわし、
針を一番高い位置に合わせます。
＠との間隔が一番広くなる位置にします。

注記：
ミシンを止めたとき、針が一番高い位置に怒っていても、
必守矢聞の方向（逆回転方向）に手でフーリーを 1固
まわしてください。

(3）ゆっくりと布を押さえの下からはずします。

注記：
必す纏い終わりの縫い目が、写真Aの位置（押さえか5
少しでるぐ5い）で止めてください。この位置か§無理に
布を引き出すと縫い目がほどけます。
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生
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(4）縫い終わりの目を指でしっかりつまみ、写真のように
ミシンにかかっている糸すべての糸調子開放レバーを
右方向に押して糸調子皿を聞きます。

注記：
縫い目をつまむときは、ランプが熱くなっていますので
ご注意ください。

(5）糸調子皿を聞いた状態のまま、布を矢印の方向に
ゆっくり糸を引き出し、すべての糸をはさみで切り
ます。

ヒント：
万一、糸を引き出し切った後、糸を結131必要が発生
した場合は、ピンセットなどで針糸を生地の裏側に
引き出し、全ての糸をまとめて結んでください。



カパーステッチ（2本針3本糸力パーステッチ）縫い方例

l )Tシャツの裾、袖口などの
裾引き縫い

2）トレーナーのリブ、肩口などの押さえミシン

3）テープ付け縫い 4）飾り縫い

5）ゴムテープ付け縫い 6）レース付け縫い

トリプルカパーステッチ（3本針4本糸カパーステッチ）縫い方例

l)飾り縫い

三宮
4）ゴムテープ付け縫い

2)Tシャツの裾、袖口などの
裾引き縫い

5）ゴムレース付け縫い

7）ベルトループ

三宅

3）テープ付け縫い

さき
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7.メンテナンス

ランプの交換

4 

8.困ったとき

・副・匪重亘・・h

＠ 
ム

ランプを交換する前に、必ザ電源を切って
ください。万一、フットコントローラーを
踏むとミシンが作動してケガの原因と
なります。

ランプの交挽は必すランフが冷えるまで
待ってから交換してください。やけどの
原因となります。

ランプの交換は以下の手順で行います。
・締めネジ2個をゆるめて、ランプカバーをはすします0
．電球カバーのネジを緩め、電球カバーをはすします0
．ランプをはす、し、新しいランプに取り替えます。

①締めネジ
① ランプカバー
③ネジ
①電球力パー
⑤ ランプ（lOOVパ2W)
（部品コード 202322050)
※ランプ（lOOVパ2W）は最寄りのブラザー
販売店でお買い求めください。

ミシンが思い通りに動かないときは、修理を依頼される前に以下の項目を確認しでください それでも改善

されない場合は、お買い上げの販売店または「ミシン 11 9番」にご相談ください。

こんなときは 原因 対応 参照ページ

ミシンが動かない 電源プラグがコンセントから 電源プラグをコンセントに差します。
Pフ

抜けている。

電源スイッチが入っていない。 電源スイッチを入れます。 P.7 

針が折れる 針が正しく取り付けられていない。 針を正しく取り付けます。 P.11 

針が曲がっている。 新しい針に交換します。
P.11 

針先がつぶれている。

布を無理に引っ張っている。 縫いながう布を強く押さえたり、引っ張ったり

しないでください。
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こんなとき 原因

糸が切れる 糸の通し方が間違っている。

糸が必要以外のところにからん

でいる。

糸調子が強すぎる。

針が正しく取り付けうれていない。

針が曲がっている。

針先がつぶれている。

糸調子が合わ芯い 糸の通し方が間違っている。

針が正しく取り付けられていない。

針が曲がっている。

主十先がつぶれている。

糸調子が合っていない。

目飛びする 糸の通し方が間違っている。

針が正しく取り付けられてい芯い。

針が曲がっている。

針先がつぶれている。

糸調子が合っていない。

布にしわがよる 糸調子が合っていない。

9.仕様
縫い目の種類
チェーンステッチ（l：本針2本糸2重環縫い）
力パーステッチ（2本針3本糸力パーステッチ：
幅6mmまたは3mm)

トリプルカパーステッチ（3本針4本糸力パーステッチ ：
幅6mm)

縫製速度
毎分l,200針

縫い目の長さ
2～4mm 

押さえ
自由押さえ

対応

正しく糸を通し直します。

糸こま、糸かけ、押さえなどに糸がかうんで

いないか確認します。

糸調子を弱くします。

針を正しく取り付けます。

新しい針に交換します。

正しく糸を通し直します。

針を正しく取り付けます。

新しい針に交換します。

針糸またはルーJ¥一糸の糸調子を調整します。

正しく糸を通し直します。

主十を正しく取り付けます。

新しい針に交換します。

針糸またはルーパ一糸の糸調子を調整します。

針糸またはルーパ一糸の糸調子を調整します。

押さえ上がり量（2段階）
5mm (2段階目6mm)

使用針

参照ページ

P.14, 15 

P.6, 14, 15 

P.16, 18. 19 

P. l l 

P. l l 

P.14, 15 

P.14 15 

P. l l 

P.16 18 19 

P.14, 15 

P. l l 

P.l l 

P.16, 18, 19 

P.16 18 19 

シュメッツユニバーサル l30/705H 90/# 14 
または
シュメッツボールポイント l30/705H SUK 90/# 14 

ミシンの重吉
7.0kg 

照明ランプ
l OOV l 2W 
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アフターサービス
修理を依頼するときや部品を購入するときは、お買い上げの販売店、または 「お客様相談室 （ミシン 119番）」
にお問い合わせください。

保証書について
．ご購入の際、保証書にお買い上げ日、販売店名などが記入してあるかご確認の上、販売店で受け取って
ください。保証書の内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。

・当社はとのミシンの補修用性能部品を、製品打ち切り後最低8年間保有しています。性能部品とは、そ
の製品の機能を維持するために必要な部品です。

．修理については、お買い上げの販売店、または下記の「お客様相談室 （ミシン 119番）」 にご相談くだ
さい。

お客様相談室（ミシン 119番） 050・3786-1134
本製品についての、使い方やアフタ サービスについてご不明な場合は

お買い上げの販売店、または 「お客様相談室 （ミシン 119番）」までお問い合わせください。

〒467-8577 愛知県名古屋市瑞穂区苗代町 15-1

お客様相談室 （ミシン 119番） TEL: 050-3786 1134 
FAX: 052-824 3031 

受付時間：月曜日～金曜日 9: 00～17: 30 

休業日：土曜日、日曜日、祝日およびブラザー販売株式会社の休日

・お客様相談室 （ミシン 119番）は、ブラザー販売株式会社が運営しています。

・機能および操作方法が機種によって異なるため、お問い合わせの際に「機種名」と「機械番号」をご連
絡いただきますと、スムーズにお答えするととができます。

ミシン背面の定格ハリマーク （銀色シーjレ）の下記部分をご確認ください。

機種名害虫 ｜ ｜ 

・ブラザー製品についてのご意見、ご要望は、お買い上げの販売店、または上記「お客様相談室（ミシン
119番）」にご連絡ください。

．上記の電話番号、住所および受付時間は、都合により変更する場合がございますので、ご了承ください。

ホームページ
ブラザーのホームページでは、製品に関する様々な情報を掲載しております。

http://www.brother.co.jp/ 

ブラザーソリユーションセンタ では、製品に関するサポー卜情報を掲載しております。

http://solutions.brother.eo.jp/ 
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